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 背景：近年、障害児の QOL向上が治療や教育において重要視され、QOL尺度をアウトカム指標として使用
することが多い。日本の障害児教育（特別支援教育）においても QOL 向上が重要とされている。しかし、特
別支援教育におけるアウトカムとしての教育成果評価は、QOL の観点を取り入れていないだけでなく、科学
的手法を用いて開発された尺度がない。QOL の観点を取り入れた特別支援教育の成果評価尺度を開発し特別
支援教育成果に関する評価基準となる尺度を提供することが必要である。 
目的：本研究では、QOLの概念を取り入れた特別支援教育成果評価尺度（Special Needs Education Assessment 
Tool ; SNEAT）を開発し、信頼性と内容的妥当性及び構成概念妥当性を検証することを目的とした。 
方法：尺度開発は理論的方法を用い、研究者協議による試案開発を行った後、内容的妥当性と信頼性・構成
概念妥当性の検証を行った。内容的妥当性の検証は、2014年 5～7月にかけて沖縄県内の特別支援教育研究者
及び特別支援教育現場の教職員計 89 名に対する意見調査と質問紙調査を行なった。信頼性と構成概念妥当性
の検証は、2014年 10～11月にかけて、沖縄県内の特別支援学校 10校 120件の自立活動の授業を対象に SNEAT
を使用した授業評価を週 1回、4週間実施し、縦断的にデータ収集を行った。信頼性の検証は、内的整合性法
の Cronbach α 係数及び再検査法の ICC（Intraclass correlation coefficients；級内相関係数）を算出した。構成概
念妥当性の検証は、構造方程式モデリングの中でも縦断的データを分析するための潜在成長曲線モデルを使用
し、モデルの適合度を算出した。 
結果：SNEAT は、「体の健康」、「心の健康」、「社会生活機能」の 3 領域 11 項目で構成された。内容的妥当
性の検証は、全領域と全項目で 90％以上の回答者が妥当であると回答したため、高い内容的妥当性が得られ
た。信頼性と構成概念妥当性の検証は、データの回収率は 83.3％（100 件）であり、欠損値を除く 93 件が分
析対象となった。信頼性の検証では、Cronbach α 係数が各領域で 0.740～0.861 で、全項目では 0.903 となり、
ICC が各領域で 0.717～0.854、全項目では 0.893と高い信頼性が得られた。また、構成概念妥当性の検証では、
χ2 =25.622、 DF（degrees of freedom；自由度）=19、 CFI（comparative fit index；比較適合度指標）= 0.983、 
RMSEA（root mean square error of approximation ；平均二乗誤差平方根） = 0.062 と高いモデルの適合度が得ら
れた。 
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結語：本研究では、QOL の概念を取り入れた特別支援教育成果評価尺度を開発し、信頼性と妥当性を検証
した。その結果、高い信頼性と内容的妥当性及び構成概念妥当性を得ることができた。SNEAT は今後の特別
支援教育の教育成果を評価する基準として活用されることが期待される。 
